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大阪市こども青少年局保育施策部保育所運営課 



は じ め に 

 大阪市では昭和４９年から、障がい児の地域における生活と成長を支援するため、障

がいの種別や程度を問わず保育を必要とするこどもを積極的に受け入れ、障がい児保育

に取り組んでいるところです。ノーマライゼーションの理念の浸透と共に障がい児の保

育所入所は年々増加し、近年では発達障がいやその傾向が見られるこどもも多く在籍し

ています。 

平成 17 年に発達障害者支援法が施行され、平成 19 年から特別支援教育が始まりまし

た。保育所においても、平成 20 年に改定された保育所保育指針では、『障害のある子ど

もの保育については、一人一人の子どもの発達過程や障害の状態を把握し、適切な環境

の下で、障害のある子どもが他の子どもとの生活を通して共に成長できるよう、指導計

画の中に位置づけ、支援のための計画を個別に作成するなど適切な対応を図ること。』と

示されています。 

発達障がいを含め障がいのあるこどもたちは、早期からの発達支援が望まれており、

保育所においてもこどもの困りに気づき、保護者や関係機関と連携しこどもの特性を生

かした適切な支援を行うことが大切であると考えます。 

発達障がいの早期発見・早期理解・早期支援の観点から保育所における発達障がいの

あるこどもの支援充実のため、平成 21年から『発達支援モデル研究』に取り組み、こど

もの状況に応じた適切な支援・援助について実践・検証を行うとともに、保育士の障が

い児保育における専門的スキルの向上と人材育成にも取り組んできました。 

この冊子は、日常生活において発達障がいのあるこどもを中心に保育場面での困りを

理解するとともに、こどもたちがどこにいても基本的支援が受けられるように、状況に

応じた支援・援助の実践事例や、個別支援計画・個別指導計画の作成時におけるポイン

トなどを紹介しています。支援の効果は障がいのあるこどもはもちろん、すべてのこど

もにとっても生活のしやすさやわかりやすさに通じるものであることもわかりました。

一人一人のこどもの保育所生活が充実したものになるよう、保育所において活用してい

ただきたいと思います。 

 平成 24年 3月 

                       大阪市こども青少年局保育所運営課 
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